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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）理学部理学科を設置する大学等の現状把握・分析 

 現在の理学部は５学科から編成され，各学科の教育組織や教育課程の独立性が高く，専門

分野の教育に特化している。このため，新分野・融合領域に対応した教育研究を推進するう

えで支障がある。また，社会的要請がある分野の人材（デジタル人材，グリーン人材，生命

科学系人材）を育成することに特化した教育やグローバルな人材育成に特化した教育体制

を分野横断的に構築することも困難である。 

 令和４年の大学院理工学研究科への改組や，異分野との融合を目指した大学院医薬理工

学環，大学院持続可能社会創成学環の新設により，大学院においては分野横断的な教育体制

が構築されることとなった。しかし，現在の理学部の学科に閉じこもった教育体制では，融

合分野へ進学するための教育が困難である。さらに，現在の５学科構成では学科の独立性が

高いため，入学後にミスマッチがあっても，分野の再選択が困難である。 

 上記の課題を解決するためには，現在の５学科体制ではなく，分野横断的な教育が可能な

より融合的な組織へ再編することが必要であると考えている。 

  

（２）地域・社会的動向等の現状把握・分析 

 富山県の「新・富山県ものづくり産業未来戦略（平成31年3月策定）」において，デジタル

ものづくり・ビッグデータ，医薬工連携，環境・エネルギー，ロボット，高機能素材等が重

点化分野に位置付けられており，第２次産業を主体とした工業が盛んな富山県では，このよ

うな人材の育成と供給は重要である。また，各種産業界においてグローバルな事業展開が進

んでいることから，専門分野の能力を活かしつつ，グローバルに活躍できるグローバル人材

の需要も高まっている。富山県内・北陸地域の自治体・産業界に対して，データサイエンス

を活用できる人材やカーボンニュートラルにかかわる人材，これらに加えて地域の基幹産

業である医薬品製造業において高い需要がある生命科学系人材及びグローバル人材を供給

していく上で，地域の「知」の拠点たる富山大学が社会に有為な人材を輩出していく必要が

ある。 

富山大学では令和４年度に修士課程を改組し，理工学各分野の分野融合教育を行う理工

学研究科に加え，医薬理工の融合系である医薬理工学環や，文理融合系の持続可能社会創生

学環（グローバルSDGsプログラム）を設置した。これにより，地域随一の総合大学として

特徴を生かした横断的な教育を可能とする体制へと生まれ変わり，社会・地域の必要とする

高度理系人材や文理融合系人材を輩出できるようになった。これらの人材を育成するため，

理工系，医薬理工の融合系，及び，文理融合系の大学院の基礎となる学部の一つである理学

部において一層融合教育を推進し，大学院への円滑な接続を可能とすることも必要である。 
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（３）理学部理学科の趣旨目的，教育内容，定員設定等 

１）趣旨目的，教育内容 

 （１）及び（２）で示した課題を解決するために，現在の理学部５学科から理学科 1 学科

への改組を行う。理学科には 6 プログラム（数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学，

自然環境科学）を置く。 

 

富山大学理学部は，自然を律している基本的な原理や法則を究め，その成果に基づいた教

育を行うことを使命としている。この使命のもと，改組後の理学部理学科においても，豊か

な人間性と国際的視野及び高い研究能力を有し，リーダーシップをもって社会で活躍でき

る人材を育成するため，教養教育を重視するとともに，理学全般の基礎学力，幅広い視野か

ら課題解決が出来る応用力を培う教育研究を推進することを教育目標として教育研究を行

う。 

理学部改組にあたって，現代の社会的要請を背景に以下のような人材養成を目的として

教育研究を行う。 

理学の各専門分野の知識と専門とは異なる分野の知識を総合的に活用しながら論理的思

考により課題を解析し，課題解決を行う事のできる人材を育成するとともに，幅広い知識及

びデータサイエンスについての基礎的素養を活用した応用能力を十分に備えたデジタル人

材，カーボンニュートラルの達成に関わるグリーン人材，生命科学系人材といった現代社会

の課題解決に対応できる人材を育成することを目的としている。 

さらに，国際コースを設けることによって，グローバルな課題の解決を図り世界に貢献で

きるグローバル人材を育成することを目的とする。 

１学科へと改組することで，分野横断的な教育の実施が可能となり，社会的要請がある分

野の人材（デジタル人材，グリーン人材，生命科学系人材，グローバル人材）が育成できる。 

また，学生の志望とのミスマッチを防ぎ，分野間の障壁を下げるため，入学時には所属プ

ログラムを決めずに，科目ごとに定員を設ける大括り入試を行い，２年次にプログラムを選

択するレイトスペシャライゼーションが可能な教育体制とする。 

１年次において共通教育（教養教育，理学部共通教育）により，幅広い教養を身につける

とともに，理学の基盤となる素養とデータサイエンスの基礎を身につける。２年次進級時に

プログラムを選択し，２年次以降にプログラム専門科目（プログラム基盤科目，プログラム

発展科目）によって各専門分野の教育を受けるとともに，他プログラムのプログラム基盤科

目の修得により幅広い学識を身につける。また，横断科目として開講するデータサイエンス

やエネルギー・グリーン科学に関する科目や他学部と連携した科目を，プログラム横断的に

履修する。４年次からは各プログラムの卒業研究により，専門分野を中心とした総合的能力

や課題解決能力を養う。国際コースでは，上記の共通教育，プログラム専門科目及び横断科

目に加えて，国際化対応科目の英語コミュニケーションと海外研修を２年次以降に必修科

目として履修する。 
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２）定員設定 

理学部は地域的・社会的ニーズが高い理系人材を養成しており，再編により社会的要請が

ある分野の人材（デジタル人材，グリーン人材，生命科学系人材，グローバル人材）育成を

強化していく。中でも，デジタル化の加速度的な進展に対応するため，デジタル分野の人材

の育成は社会的要請が高く，地域の幅広い産業において効率化や競争力強化をもたらして

地域の活性化につながるものとして重視されている。このことから，デジタル分野の人材増

加のために当該人材育成に関わる数理情報学プログラムを新設することに加えて，当該人

材の育成が急務であることから，社会の要請に応えるため，理学部定員を増やし，高度情報

専門人材の育成を強化する。 

これらの人材育成を達成するために，「理学」の幅広い知識を身につけ，専門分野の知識

と技能を体系的に学ぶカリキュラムを実施し，課題解決能力を身につけるために，少人数の

実験・実習を設定する。 

過去 5 年間（平成 30 年度から令和 4 年度）の理学部全体の受験倍率は 5.4 倍と十分な受

験者数を確保していることに加え，地域的・社会的ニーズが高い分野の教育を充実させるこ

とで更なる受験生の増加が見込まれるため，高度情報専門人材の育成の強化する目的で理

学科の入学定員を増員することとしたいが，カリキュラムの実施に必要な教室，実験室及び

実験設備などの物理的な要因並びに教員数等の関係から総合的に判断した結果，改組前の

理学部の入学定員 193 名に，高度情報専門人材の育成の強化のため 15 名を増員し，合計

208 名と設定した。 

 

３）入学金，授業料等の学生納付金の額と設定根拠 

学生納付金については，「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」により標準額

が定められており，各国立大学法人が一定の範囲内でそれぞれ決定することとなっている。

本学は「富山大学における授業料その他の費用に関する規則」【資料１】のとおり，国が定

める標準額と同じく年額535,800円，入学料282,000円を設定する。 

 

（４）学生確保の見通し 

１）学生確保の見通しの調査結果，２）新設学部等の分野の動向，３）中長期的な 18 歳

人口の全国的，地域的動向等既設，４）競合校の状況，５）既設学部等の学生確保の状況に

おいて，の５つの事項の観点から検討・分析した結果，本学科の入学定員を既設学科の入学

定員から 15 名増やした 208 名としても，十分に充足できる見込みがあると判断できる。 

 

１）学生確保の見通しの調査結果 

改組後の理学部が高等学校の生徒のニーズと合致していることとともに，改組後の理学

部の定員充足状況を確認するため，本学部に入学実績のある高等学校の在学生（２年生）を

対象に改組案に対するアンケート調査を行った。 

本アンケート調査は，同時期に改組を進めている経済学部と共同で行った（「富山大学経

済学部経済経営学科（仮称）及び理学部理学科（仮称）に関するアンケート」）。【資料２】 
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アンケートは過去５年間に両学部もしくはどちらか一方に入学実績のある北陸３県と岐

阜県，長野県を加えた５県の34校に対して令和５年２月３日から２月22日まで実施し，

4,294名の生徒から回答を得ている。アンケートの実施にあたっては，改組構想について説

明する資料を配布し，改組の概要と新しい理学部の特色を伝えたうえで，理学部への受験意

向と入学意向，理学部の特色に対する魅力度などを尋ねている。 

調査の結果では，4,294件の回答が得られた。そのうち，興味のある学問分野を尋ねたと

ころ，学問系統として理学部の学問内容と関連する「理学」は14.9％，「情報科学・データ

サイエンス学」は10.2％，「農学・水産学」は6.5％の回答があった。 

今回は，経済学部との合同調査ということで，回答者の属性として理学部志望者と経済学

部志望者が混在する形となっているため，以下の分析では，「質問６ あなたは，どのような

学問に興味がありますか」で「理学」「情報科学・データサイエンス学」「農学・水産学」の

うち少なくとも 1 つに興味があると回答し，理学部の設問に回答があった 970 名を対象と

して分析する。 

 

アンケートでは，今回の改組の４つの大きな特色についてその魅力度を尋ねている（質

問７～11）。 

質問７ 

「入学後に専門分野を選択するカリキュラムとなっており，１年生で理学の基礎を学

んだ後に，２年生で自分の学びたいプログラムを６プログラムから選択できます。」 

 

  この結果は表１のとおりであるが，「どのプログラムにするかは受験時ではなく入学後

に選択」できることに対して，89.5％の生徒が魅力を感じる（「とても魅力を感じる」と

「ある程度魅力を感じる」の合計：以下同様）と回答しており，この特色に関して極め

て魅力的に映っていることがわかる。 

 

表１ 質問７の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 313 32.3% 

ある程度魅力を感じる 555 57.2% 

あまり魅力を感じない 76 7.8% 

まったく魅力を感じない 26 2.7% 

合計 970 － 

 

質問８ 

  「各プログラムでは，それぞれの専門分野の内容を深く学ぶと同時に，異なるプログラ

ムの科目を学び，幅広く理学の知識を身につけることができます。」 

 

この結果は表２のとおりであるが，「専門分野の内容を深く学ぶこと」ができることと
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同時に「幅広い理学の知識を身につけること」ができることに対して，90.4％の生徒が魅

力を感じると回答しており，この特色に関して極めて魅力的に映っていることがわかる。 

 

表２ 質問８の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 347 35.8% 

ある程度魅力を感じる 530 54.6% 

あまり魅力を感じない 67 6.9% 

まったく魅力を感じない 26 2.7% 

合計 970 － 

 

質問９ 

 「新たに設けた数理情報学プログラムでは，数理情報のエキスパートとして情報化社会

で活躍する能力を身につけることができます。また，生物科学プログラムでは，生物学に

加え，生命科学に関する応用的な知識や技術を身につけることができます。」 

 

この結果は表３のとおりであるが，「数理情報のエキスパートとして情報化社会で活躍

する能力を身につけること」ができること，又は「生命科学に関する応用的な知識や技術

を身につけること」ができることに対して，87.0％の生徒が魅力を感じると回答しており，

情報化社会で活躍する能力や生命科学に関する応用的な知識や技術の取得に関して極め

て魅力的に映っていることがわかる。 

 

表３ 質問９の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 344 35.5% 

ある程度魅力を感じる 500 51.5% 

あまり魅力を感じない 97 10.0% 

まったく魅力を感じない 29 3.0% 

合計 970 － 

 

 

質問10 

「医療やＳＤＧｓなどに関して他学部と連携した科目があり，社会で活躍するため

の能力と専門分野の枠を超えた幅広い知識を身につけることができます。」 

 

この結果は表４のとおりであるが，「医療やSDGｓなど他学部と連携した科目」がで

きること，それにより「社会で活躍するための能力と専門分野の枠を超えた幅広い知識
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を身につける」ことができるに対しても，82.2％の生徒が魅力を感じると回答しており，

この特色に対する魅力・関心の高さがうかがえる結果となっている。 

 

表４ 質問10の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 315 32.5% 

ある程度魅力を感じる 482 49.7% 

あまり魅力を感じない 129 13.3% 

まったく魅力を感じない 44 4.5% 

合計 834 － 

 

質問11 

「各プログラムには国際コースがあり，国際コース選択者は，留学に必要な語学力を

身につける科目や海外研修により，国際的な視野と海外でも活躍できる力が身に付き

ます。」 

 

この結果は表５のとおりであるが，「国際コースについて，留学に必要な語学力を身

につける科目や海外研修」ができること，それにより「国際的な視野と海外でも活躍で

きる力を身につける」ことができるに対しても，78.5％の生徒が魅力を感じると回答し

ており，国際コースに対する魅力・関心の高さがうかがえる結果となっている。 

 

表５ 質問11の集計結果 

 回答数 構成比 

とても魅力を感じる 312 32.2% 

ある程度魅力を感じる 449 46.3% 

あまり魅力を感じない 170 17.5% 

まったく魅力を感じない 39 4.0% 

合計 970 － 

 

 

上記のような改組後の新しい理学部の特色を踏まえた上で，本学部を「受験したいと思

う」と回答した者は419人であった。この受験意向者419人のうち，「合格したら入学した

い」と回答した者は389人であり，入学定員数に対する受験意向者数の割合は2.01倍，入学

意向者数の割合は1.87倍であった。今回の調査は，北陸３県及び岐阜県，長野県に絞って

実施したが，理学部では約60%が，今回調査した都道府県以外からの志願者となっている。 

以上により，改組後の理学部においても，十分な志願者を確保し，定員を充足できるも

のと判断する。 
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２）新設学部等の分野の動向 

 理学部を有する近隣大学としては，信州大学，新潟大学がある。 

これらの大学における理学部の過去３年間（令和 2 年度から令和 4 年度）の志願倍率は，

信州大学で 4.1 倍[表６]，新潟大学では 2.3 倍[表７]となっており，理学分野における志願

倍率は安定して 2 倍以上の倍率を保っており，今後も大学における理学分野への志望者は

十分に見込めると考えられる。 

 

表６ 信州大学理学部 令和 2年度～令和４年度 入学者志願状況等 

  募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和 2 年度 205 
809 

(3.9 倍) 

494 

(2.4 倍) 
236 205 1.00 

令和 3 年度 205 
916 

(4.5 倍) 

554 

(2.7 倍) 
228 205 1.00 

令和 4 年度 205 
783 

(3.8 倍) 

466 

(2.3 倍) 
232 209 1.01 

平均   
836 

(4.1 倍) 

505 

(2.5 倍) 
232 206 1.00 

※（）の中は，志願倍率，受験倍率を示す。 

 

表７ 新潟大学理学部 令和 2年度～令和４年度 入学者志願状況等 

  募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和 2 年度 200 
479 

(2.4 倍) 

346 

(1.7 倍) 
230 213 1.06 

令和 3 年度 200 
455 

(2.3 倍) 

334 

(1.7 倍) 
226 213 1.06 

令和 4 年度 200 
461 

(2.3 倍) 

355 

(1.8 倍) 
217 208 1.04 

平均   
465 

(2.3 倍) 

345 

(1.7 倍) 
224 211 1.05 

※（）の中は，志願倍率，受験倍率を示す。 

 

３）中長期的な 18歳人口の全国的，地域的動向等 

平成29年度から令和３年度の富山県及び全国の18歳人口の推移と令和10年度までの18歳

人口の予測数は【資料３】のとおり。今後，18歳人口は，令和4年から令和10年の間で，全

国で５.1％減少，富山県で13.7％減少することが見込まれ，全国と比較しても富山県におけ

る18歳人口の減少が著しい。本学理学部の都道府県別の入学者・受験者ともに最も多い県は

富山県であるが，受験者全体に占める割合は過去3年平均（令和2年度～令和4年度）で13.4％
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[表８]となっており，県内だけでなく広く全国から受験者を集めている。 

令和４年度の県内・県外出身者の受験者数［表８］に令和10年度の令和4年度人口比は【資

料３】を乗じて算出される令和10年度の受験者見込み数は883名（県内出身者93名，県外出

身者790名），想定受験倍率は4.2倍となり，当面は十分な受験者の確保が可能であると判断

できる。 

 

表８ 令和2年度～令和４年度 富山大学理学部 県内・県外別受験者状況 

  受験者数 
うち 

県内出身者 

県内出身者

割合 
うち 

県外出身者 

県外出身者

割合 

令和２年度 1,045 154 14.7% 891 85.3% 

令和３年度 861 121 14.1% 740 85.9% 

令和４年度 941 108 11.5% 833 88.5% 

平均 949 128 13.4% 821 86.6% 

 

 

４）競合校の状況 

北信越地方（富山県，石川県，福井県，長野県，新潟県）の国立大学のうち，理学の学位

を授与している学部等は，金沢大学理工学域，信州大学理学部，新潟大学理学部である。こ

のうち，金沢大学理工学域は理工学分野であるため，理学分野に限定すれば，信州大学理学

部及び新潟大学理学部が本学理学部の競合校となる。両校の過去３年平均（令和２年度～令

和４年度）の受験倍率は，信州大学理学部で2.5倍[表６]，新潟大学理学部で1.7倍[表７]と

なっている。一方，本学理学部は4.9倍[表９]であるため，競合校と比較しても定員確保は

問題ないと考えられる。 

 

表９ 令和 2年度～令和４年度 富山大学理学部 入学者志願状況等 

  募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

令和 2 年度 190 
1,409 

(7.4 倍) 

1,045 

(5.5 倍) 
223 197 1.03 

令和 3 年度 190 
1,233 

(6.5 倍) 

861 

(4.5 倍) 
222 203 1.06 

令和 4 年度 193 
1,394 

(7.2 倍) 

941 

(4.9 倍) 
236 197 1.02 

平均   
1,345 

(7.0 倍) 

949 

(4.9 倍) 
227 199 1.03 

※（）の中は，志願倍率，受験倍率を示す。 

 

５）既設学部等の学生確保の状況 

過去５年間（平成30年度から令和４年度）の理学部全体の志願倍率は7.4倍，受験倍率は
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5.4倍【資料４】であり，定員を充足するだけの十分な受験者数を確保している。また，全

ての学科で受験倍率は2.9倍以上であり，理学部のいずれの分野においても，学生の需要は

十分にあると考えられる。理学部改組後の入学定員を15名増やした208名として，過去5年

間の理学部全体の志願者数及び受験者数をもとに，想定される志願倍率及び受験倍率を算

出すると，志願倍率は6.8倍，受験倍率は4.9倍となり，改組後においても，充分な受験倍率

を維持できるだけの受験者を集めることができ，定員充足も問題ないと判断できる。 

 

（５）学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

 富山県内を中心とする北陸地区の高等学校に対して以下の広報活動を行い，新理学部の

魅力を発信する。これによって受験生の増加を図っていく。 

①リーフレット作成と高校訪問 

令和５年７月には改組後の理学部を紹介するリーフレットの作成を予定している。リ

ーフレットが完成次第，進学実績のある高校の進路指導担当者に今回の改組の趣旨を説

明したうえで，高校生へのリーフレット配布を依頼する予定であり，大きな宣伝効果が期

待できる。 

②オープンキャンパス 

例年，８月にオープンキャンパスを開催しており，多くの受験生が参加している。令和

４年度は８月６日（土）に開催し，理学部だけで高校生365名，既卒者，保護者等173名の

参加者があった。令和５年度も同様の日程で開催予定であり，受験生，保護者，及び高校

の教員などに改組後の理学部の入試制度や教育体制を直接伝える機会となり，大きな効

果が期待できる。 

③ウェブサイトによる広報 

富山大学理学部では，ウェブサイトを利用した広報活動を行っており，現在も継続的に

入試情報や特色ある教育の紹介のほか，学部生のインタビューなどを掲載している。ウェ

ブサイトを利用した広報活動はかなりの効果が期待できるため，今後，できるだけ早い時

期に新しい理学部理学科の紹介ページを作成し，情報の周知に努める。 

 

２ 人材需要の動向等社会の養成 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

理学部理学科で養成する人材像は以下の通りである。 

理学に関する幅広い知識に併せ，数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学及び自然環

境科学の各分野の専門知識と技術を持ち，自らの専門分野に止まらず，専門とは異なる分野

の知識を総合的に活用しながら論理的思考により課題解決を通して，社会に貢献できる人

材。また，数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学及び自然環境科学の各分野の専門知

識や技術を身につけるとともに，国際的な視野で課題解決に当たり，情報を発信できる人材。 

 これらの社会的ニーズに応える専門職業人や研究者を育成していくことを目的として，

理学部では教育研究を遂行する。 
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（２）上記（１）が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的

な根拠 

１）社会的，地域的な人材需要の動向

富山県の「新・富山県ものづくり産業未来戦略（平成 31 年 3 月策定）」は，県内のものづ

くり産業発展のための競争力強化を効果的に進めるための短中期的な本県産業振興施策へ

反映させる指針として位置づけられている。本戦略において 6 つの施策の方向性をもとに

「本戦略推進にあたっての必要となる取組み」が示されているおり，理学部で養成する人材

は，これらを踏まえたものとなっている。 

「本戦略推進にあたっての必要となる取組み」の「1. とやま成長産業創造プロジェクト

の推進」では，「富山県ものづくり産業未来戦略」（平成 26 年５月に策定）において，今後

大きな成長が期待される６つの分野として推進されている，①医薬・バイオ，②医薬工連携，

③次世代自動車，④航空機，⑤ロボット，⑥環境・エネルギーに係る取組みに加え，新たな

分野として⑦ヘルスケアを加え，これらを「とやま成長産業創造プロジェクト」として位置

づけて重点的に推進する。」としている。理学部が育成する，理学に関する幅広い知識に併

せ，数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学及び自然環境科学の各分野の専門知識と技

術を持ち，自らの専門分野に止まらず，専門とは異なる分野の知識を総合的に活用して，課

題解決できる人材及び，富山県の中核産業の医薬・バイオやヘルスケアに対応する生命科学

人材や，社会的要請が高まっているカーボンニュートラルの達成などの環境・エネルギー分

野の人材，といった理系人材が，今後の富山県の成長産業創造に必要な人材に対応している。 

「本戦略推進にあたっての必要となる取組み」の「２ 分野横断的なイノベーション手法

による新たな付加価値や新事業の創出」及び「３ ものづくり人材の育成・確保」において

は，それぞれ，「ＩｏＴやＡＩなどの第４次産業革命の技術革新を活用して生産性向上を図

るとともに，新たな付加価値の創出による「コネクティッド富山」の形成を目指す」ことや，

「ＩｏＴやＡＩなどの技術を県内企業に普及させ，生産性の向上や新たな付加価値の創出

を図るためには，ＩｏＴ等のデジタル技術など先端技術を活用できる人材の育成・確保が重

要である。」として，デジタル系人材の必要性が高まっていることが示されている。これを

踏まえて，理学部では，ものづくり産業の幅広い分野において，データサイエンスを活用す

る能力を備え，理学の各専門分野の知識と異分野の知識を総合的に活用して課題解決に対

応できる人材を育成する。 

「本戦略推進にあたっての必要となる取組み」の「５ アジア等の海外展開への支援」に

おいて，「今後は，環日本海諸国だけでなく，成長が著しいアジア地域（インド，東 南アジ

ア等）との一層の連携が重要であり，県内企業が県内の本社，研究開発拠点，マザー工場等

を維持・安定することを前提として，国際的な物流ネットワークの形成を図りつつ，県内企

業のグローバルなビジネス展開や販路開拓を支援していく必要がある。」として，ものづく

り産業がグローバルに展開するために必要な，確かな語学力によるコミュニケーションと

論理的思考が求められているため，理学部では数学，数理情報学，物理学，化学，生物科学

及び自然環境科学の各分野の専門知識や技術を身につけるとともに，国際的な視野で課題

解決に当たり，情報を発信できるグローバル人材を育成する。 
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２）卒業後の進路に関する調査結果の概要 

卒業後の進路に関する調査として，本学部の卒業生を採用している企業にアンケート調

査【資料5】を行った。その結果，69社から回答があった。 

 

企業からの採用意欲について，理学部理学科を卒業もしくは卒業後に大学院を修了した

学生を採用したいと思われますかの質問に対し，99％の企業（68社）が採用したいと回答し

ており，本学部の卒業生に対する高い期待を有していると言える。 

 

また，各企業に対して理学部の教育に関してどの程度魅力を感じるか質問を行った結

果，以下の回答が得られた。 

 
 

１）理学科１学科体制とし，自プログラムの専門分野の内容を深く学ぶと同時に，他プロ

グラムの科目も選択し，理学の幅広い学識を持つ人材を育成する。 

「とても魅力を感じる：41％」，「ある程度魅力を感じる：58％」と，回答した企業の99％

から魅力を感じていると回答があった。 

 

２）これまでの５分野（数学，物理学，化学，生物学，自然環境科学）に加え，情報化社

会に対応できる人材輩出のため，数理情報学プログラムを設ける。 

「とても魅力を感じる：55％」，「ある程度魅力を感じる：38％」と，回答した企業の93％

が魅力を感じると回答があった。 

 

3）生物分野としては，従来の生物学に加え，生命科学分野の応用的研究も学べる生物科

学プログラムを設ける。 

55%

41%

30%

55%

41%

42%

43%

54%

38%

58%

3%

16%

16%

7%

1%

他学部（医・薬・経済・工学）との連携科目、データサイエン

ス、脱炭素・環境保全に関連した科目を増やし、社会で活

躍するための能力と理学の枠を超えた幅広い学識をも…

各プログラムに国際コースを設け、国際的に活躍する能力

を身に付けた人材を育成する。

生物分野としては、従来の生物学に加え，生命科学分野の

応用的研究も学べる生物科学プログラムを設ける。

これまでの５分野（数学、物理学、化学、生物学、自然環境

科学）に加え、情報化社会に対応できる人材輩出のため、

数理情報学プログラムを設ける。

理学科１学科体制とし、自プログラムの専門分野の内容を

深く学ぶと同時に、他プログラムの科目も選択し、理学の

幅広い学識を持つ人材を育成する。

とても魅力を感じる ある程度魅力を感じる あまり魅力を感じない 全然魅力を感じない
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「とても魅力を感じる：30％」，「ある程度魅力を感じる：54％」と，回答した企業の84％

から魅力と感じると回答があった。 

 

4）各プログラムに国際コースを設け，国際的に活躍する能力を身につけた人材を育成す

る。 

「とても魅力を感じる：41％」，「ある程度魅力を感じる：43％」と，回答した企業の84％

から魅力を感じると回答があった。 

 

5）他学部（医・薬・経済・工学）との連携科目，データサイエンス，脱炭素・環境保全

に関連した科目を増やし，社会で活躍するための能力と理学の枠を超えた幅広い学識

をもつ人材を育成する。 

「とても魅力を感じる：55％」，「ある程度魅力を感じる：42％」と，回答した企業の97％

から魅力を感じると回答があった。 

 

以上の結果から，理学部理学科で実施する教育や人材育成方針が多くの企業から支持を

受けていると言える。 
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